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日高中学校・野球部が近畿大会優勝
36年ぶりの快挙！

　

８
月
８
日
～
11
日
に
か
け
て
、
令
和
４
年
度
第
71
回
近
畿
中
学

校
総
合
体
育
大
会
軟
式
野
球
が
奈
良
県
の
佐
藤
薬
品
ス
タ
ジ
ア
ム

な
ど
で
行
わ
れ
、
日
高
中
学
校
野
球
部
が
全
国
大
会（
札
幌
市
）へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
３
枠
を
か
け
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
中
は
、
１
回
戦
の
南
郷（
滋
賀
）戦
を
５
―
４
で
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
し
、
２
回
戦
の
五
領（
大
阪
）戦
を
８
―
２
、
準
決
勝
の
報
徳

学
園（
兵
庫
）戦
で
２
―
０
で
勝
利
し
、
見
事
決
勝
戦
に
進
出
。

　

決
勝
戦
で
は
、
八
木（
奈
良
）を
３
―
１
で
退
け
、
同
校
36
年
ぶ

り
の
２
度
目
、
日
高
地
方
勢
で
３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

初
回
に
敵
失
で
出
た
走
者
を
１
塁
に
置
き
、
３
番
・

廣
田
が
左
中
間
へ
の
適
時
２
塁
打
で
先
制
、
５
番
皿
山

の
右
前
適
時
打
で
、
２
点
を
先
制
。
３
回
に
も
、
４
番
・

深
海
が
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
て
１
点
を
加
え
、３
点
に
リ
ー

ド
を
広
げ
た
。

　

投
げ
て
は
先
発
・
吉
田
が
４
回
に
１
点
を
失
う
も
、

要
所
を
締
め
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
７
回
一
死
２
塁
で
皿
山

に
救
援
。
投
ゴ
ロ
で
飛
び
出
し
た
走
者
を
刺
し
、
最
後

は
二
死
２
、３
塁
の
ピ
ン
チ
を
招
く
が
、
右
飛
に
打
ち
取

り
、
２
人
の
継
続
リ
レ
ー
で
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

【
決
勝
戦
】
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近
畿
大
会
優
勝
の
祝
勝
会

全
国
大
会
へ
の
壮
行
会

全国大会　２回戦で敗退

　

８
月
12
日（
金
）、
日
高
町
中
央
公
民
館
で
近
畿
大
会
祝
勝
会
と

全
国
大
会
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
旗
を
手
に
し
た
吉
田
主
将
を
先
頭
に
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を

か
け
て
入
場
。
松
本
町
長
は
「
近
畿
大
会
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
近
畿
で
勝
っ
た
と
い
う
自
信
を
持
っ
て
、
保
護
者
の
応

援
の
力
を
借
り
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
選
手
一
人
一
人
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
吉
田
主
将
が
「
全

国
大
会
で
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」と
述
べ
、

次
に
、
酒
井
監
督
が
「
控
え
の
選
手
を
含
め
全
員
が
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
全
国
で
は
ま
ず
は

１
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　１回戦は不戦勝のため、２回戦が初戦。
　８月19日（金）、関東代表の東海大学付属浦安高
等学校中等部（千葉）と対戦。１回に３点失うなど
苦しい展開。最終回に一死満塁から敵失で１点返
すが、後が続かず１―９で涙をのみました。

■日高中学校　野球部メンバー (敬省略)
　監督＝酒井智規▽コーチ＝西田幸平▽マネージャー＝西川雅祥
　選手＝�吉田悠悟、橋本聖良、西　綾月、土塀千聖、笹　未羽、皿山琉偉、深海星七、廣田史也、

熊代まな、山本玲維、力津昂聖、土橋　連、金﨑敦生、柳原幸太郎、橋本和琉、坂本宝禪、
堀端莉士、峪　世凪、小薮結翔、伊賀蒼太、竿本　凌、出水睦己
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